
 

 

長期研修生作成 幼小接続の視点を大切にした学習指導案の提案 

 

 

 

◇長期研修制度について 

現職の小学校教員が京都教育大学で１年間、幼児教育について学んでいる。大学

での講義と附属幼稚園をはじめとする幼児教育施設での保育参観、在籍する小学校

での１年生の参観を日常的に行う往還型の研修を実施している。 

 

◇学習指導案の作成について 

幼児教育と小学校教育の円滑な接続について学ぶ中で、幼児教育経験のない小

学校教員が接続を意識して授業をするのは難しいのではないか、授業をする上で、学

習指導案があれば、接続を意識した授業が実施できるのではないか、という考えから指

導案を作成している。 

 

◇長期研修生１年間の学びの成果物として掲載 

「幼小接続は大切と言われるけど、具体的にどうすればよいか、何をすればよいかわ

からない。」という声がよく聞かれる。京都府幼児教育センターのホームページに掲載す

ることで、京都府内をはじめ他府県の先生方にも、広く活用しご自身の授業の参考にし

ていただけたら幸いである。 
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 幼小接続の視点を大切にした 

学習指導案の提案 
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  幼小接続の視点をふまえた学習指導案作成にあたって 

 

 この１年間、京都教育大学で幼児教育について学び、幼児教育施設を多数観察させていた

だくなかで、幼児教育と小学校教育の違いに驚いた。遊び中心の幼児教育では、子どもの主体

性を大切にされ、子どもたちの姿から保育者が願いをもって保育に取り組んでいる。小学校

は各教科等の学習内容について授業を通して学んでいく。１時間毎の学習のねらいを達成す

るため、教師主導の授業が進められていくことが多くなる。他にも、評価の考え方の違いや文

化の違い、組織の大きさの違いなど多くのことが異なる。幼児教育について知れば知るほど、

小学校教育との大きな段差を感じる。この段差こそが１年生がとまどいや混乱を起こす原因

である。こうした幼児教育と小学校教育の段差を取り除き、子どもたちが新しい学校生活に

なめらかに移行していくため幼小連携・接続が必要となる。 

平成 29 年告示の小学校学習指導要領第１章総則の中に「小学校入学当初においては、幼児

期において自発的な活動としての遊びを通して育まれてきたことが、各教科等における学習

に円滑に接続されるよう、生活科を中心に、合科的・関連的な指導や弾力的な時間割の設定な

ど、指導の工夫や指導計画の作成を行うこと」と明記されている。また、主体性や多様性が重

要視される社会の流れの中で、小学校教育が幼児教育から学ぶことはたくさんあると感じて

いる。 

小学校の先生が「幼小連携・接続が大切」ということを理解しても、多忙な日々の中で今ま

での学習スタイルを変えていくことは、容易ではない。カリキュラム・マネジメントを充実さ

せていく必要がある。そこで、少しでもスタートカリキュラムを前向きに「やってみたいな」

「私にもできそうだな」と思える先生が 1 人でも増えるようにするにはどうしたら良いかを

考えた。小学校入学当初の幼小接続の視点をふまえた学習指導案の一例があれば、授業のイ

メージをもつことができるのではないか、また、私が４月に小学校現場に戻ったときにこの

指導案を実践して子どもたちの反応や育ちを感じて、カリキュラム・マネジメントしていき

たいと思い、学習指導案を作成することに決めた。 

今回の指導案は生活科以外略案で書いているが、これらの授業 1 時間だけでなく教育活動

全体を通して、幼児期の学びを生かした生活や授業を考えていくことが、架け橋期では大切

だと思う。私の考えた指導案は幼小接続の視点を踏まえた一例である。地域によって１校に

入学してくる幼児教育施設の数や教育内容、子どもたちの実態等の違いがある。この指導案

を参考に、各校に合わせたものにアレンジしてスタートカリキュラムを実践していただけれ

ば幸いである。 
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＜〇〇科学習指導案の見方＞  

                                               学校名  〇〇小学校 

                                             指導者名 〇〇 〇〇 

１  対 象 第１学年〇組   〇〇名 

２ 日 時 令和〇年〇月〇日 〇曜日 第〇校時 （ ： ～ ： ） 

３ 場 所 〇〇教室 

４ 単元名・教材名   「        」  

５ 単元について 

６ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導（特に大切にしたい３つの視点）  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

７ 本時の目標 

８ 本時の展開 

過

程 
学習活動 

学習

形態 
指導上の留意点 

評価規準 

【評価の観点】 

(評価方法) 

     

 

 

 

幼児期のどのような遊びや生活での経験が本時につながっているのか、幼児期の教育

を通して育まれた資質・能力を踏まえて教育活動が充実し、児童が主体的に自己を発揮し

ながら学びに向かうために、この単元で児童が経験してほしい内容やつけたい力などを

具体的に明記している。 

幼児教育において育みたい資質・能力が育まれている幼児の具体的な姿が「幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿」であり、小学校ではこの「10 の姿」を手掛かりに幼児期の

実態を理解することが大切である。1 時間の学習の中で「10 の姿」すべてが含まれている

ようにも感じるが、今回は幼小が共通の視点をもって子どもたちの姿をみることができ

るように、本時で予想される児童の姿「特に大切にしたい 3 つの視点」を明記している。 

 

本時の目標 

補足説明を記入 

 

留意事項を記入 
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 国語科学習指導案 （略案） 

                                                   学校名 〇〇市立〇〇小学校 

                                             指導者名     〇〇 〇〇 

１  対 象 第１学年〇組   〇〇名 

２ 日 時 令和〇年４月〇日 〇曜日 第〇校時 （ ： ～ ： ） 

３ 場 所 〇〇教室 

４ 単元名 「ひらがなたんけん」  

  

５ 単元について 

本単元では文字学習のスタートとして、平仮名の読み方、書き方を学習する。平仮名一文

字一文字の「とめ」「はね」「はらい」などの書き方や書き順を理解し、語句や文の中で正し

く書けるようになることをねらいとしている。学習指導要領に記されている低学年の書写

の内容は「姿勢や筆記用具の持ち方を正しくして書くこと」「点画の書き方や文字の形に注

意しながら、筆順に従って丁寧に書くこと」「点画相互の接し方や交わり方、長短や方向な

どに注意して、文字を正しく書くこと」とされている。文字を丁寧に書くことは、他の文字

と区別するために大切であることが伝わるようにしたい。 

 

６ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導（特に大切にしたい３つの視点） 

児童は幼児期の遊びや生活の中で文字に興味をもち、ごっこ遊びの看板を書いたり、友

だちにお手紙を書いたりする経験の中で、文字には人に思いを伝える役割があることに気

づいている。幼児期で育まれた文字への関心や感覚を生かし、小学校では正確な筆順や字

形を学び、文字の利便性を感じられるよう指導することが大切である。文字学習のスター

トでつまずきや苦手意識が芽生えないよう、最初から完成形を目指さず、1 人 1 人の学び

を楽しむ姿勢を支援していくことが重要である。また、幼児期には遊びを中心として動き

のある学び方を経験しているので、学びの形態に変化をつけながら、書きたくなる体験や

活動を取り入れて、ひらがなを書く必然性を大切にしたい。 

数量や図形標識や文字など

への関心・感覚 

学習する平仮名に関心

をもち、探したり、書い

たりする姿。 

 

言葉による伝えあい 

友だちと見つけた言葉

を伝え合い、受け止めた

り、認め合ったりする

姿。 

思考力の芽生え 

探究心をもって、多くの

言葉を見つけようとした

り、平仮名の学習に興味関

心をもって主体的に関わろ

うとしたりする姿。 

 

７ 本時の目標 

「つ」のつくものをたくさん見つける。（主体的に学習に取り組む態度） 

「つ」の読み方・書き方が分かる。（知識・技能） 
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８ 本時の展開 

 

 

 

 

過

程 
学習活動 

学習

形態 
指 導 上 の 留 意 点 

評価規準 

【評価の観点】 

〈評価方法〉 
 

 

 

導

入 

15

分 

 

 

 

 

 

 

展

開 

20

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と

め 

10 

分 

 

 

〇「つ」のつくものを

見つけに探検に出か

ける。 

例：机、土、教室… 

 

 

 

 

 

〇グループごとに見つ

けたものを発表する 

〇「つ」の書き方を学

ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

〇「つ」を書く練習を

する 

 

 

 

〇「つ」のつく言葉を

声に出して言う。 

 

 

グル

ープ 

 

 

 

 

 

 

 

一斉 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

個別 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

〇グループごとにタイマーを持たせて

タイマーが鳴ったら教室に戻るよう

に伝える。 

〇「つ」は１文字目でなくても良いこ

とを伝える。 

 

 

 

 

〇児童が発表した言葉を板書し、視覚

的に分かりやすいようにする。 

 

 

 

 

〇名前に「つ」の入っている友だちを

紹介して、自分の名前に入っている

文字を学習する嬉しさを共有したり

友だちへの関心が広がったりするよ

うにする。 

〇「つ」の書き方を指導し、プリント

に練習させる。 

〇直しは最小限にして、「つ」を書けた

喜びや意欲を大切にする。 

〇たくさん褒める。 

〇文字と音が対応するよう文字を指し

ながら音読させる。 

 

 

 

 

〇「つ」のつく言

葉に気づくこと

ができる。【主

体的に学習に取

り組む態度】(

観察) 

〇「つ」の読み方

・書き方を理解

し字形を整えて

書いている。【

知識・技能】(

プリント) 

 

 

〇教師も一緒に探

検し、「これは

何？」とたずね

てみる。 

〇字形が整わない

ときはなぞって

書いたり、文具

を工夫したりし

て支援する。 

十分満足できると
判断される 状況 

努力を要する状
況への手立て 

「つ」のつくものをたくさんみつけよう 

グループの人数は学級の実態によって決めるのが望ましいが、2

人か 3 人が良い。安全面を考えて、探検の範囲を最初は 1 階だけ、

次は 2 階もと少しずつ広げていく。 

 

最初は１時間１文字で進めるが、慣れてきたら２文字にする。毎時間探検は難しいの

で、１週間で学習した５文字のひらがなをまとめて探しに探検に出かける、教室で写真

を見て言葉を見つける等の工夫をする。 

見つけてきた言葉を書けるように書

き方を覚えたいという必然性を大切

にする。 



 

 

6 

 

  算数科学習指導案 （略案） 

                                                   学校名 〇〇市立〇〇小学校 

                                             指導者名     〇〇 〇〇 

１  対 象 第１学年〇組   〇〇名 

２ 日 時 令和〇年４月〇日 〇曜日 第〇校時 （ ： ～ ： ）★2 時間 

３ 場 所 〇〇教室 

４ 単元名 「かずとすうじ～教室の数を数えよう～」  

５ 単元について 

本単元では、具体物を数える活動を通して 10 までの数について個数の数え方、数の読み

方、書き方、数の構成などを理解することをねらいとしている。学習指導要領の第 1 学年の

内容［A 数と計算］の中に「ものとものとを対応させることによって、ものの個数を比べる

こと」「個数や順番を正しく数えたり表したりすること」と記されている。算数科で学習する

内容の基礎となる経験を繰り返すことや、算数を豊かに学び続ける上で必要となる感覚の育

成が重要である。本単元では、具体的な活動や体験を取り入れて数量に親しむことができる

ようにする。 

 

６ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導（特に大切にしたい３つの視点） 

幼児期には遊びや生活の中で、どちらが多いか数を数えたり、順番に並んだり、カレンダ

ーを見て今日の日にちを知ったりする様々な豊かな環境から、身近にある数字に興味をも

ち数量へ親しむ体験を重ねている。その経験を生かして本時では、教室の数を数える具体

的な活動を通して、数えることを楽しめるようにしたい。どうしたらたくさんある教室の

数を正確に数えることができるのか。子どもたちが知恵を出し合い、試行錯誤して方法を

考え、それを実行していく。自分事として問題を捉え、主体的に考えていくことが重要であ

る。また、学校全体の教室の数に目を向けることで生活科の学校探検と合科的・関連的な指

導を行うことが可能となる。        

数量や図形、標識や文字な

どへの関心・感覚 

教室の数に注目し、１、

２、３…と声に出して数え

たり、「教室の数って多い

な」という数量を感じたり

する姿。 

言葉による伝え合い 

教師や友だちに自分の考

えた方法を伝えたり、教室

の数を数えて伝え合ったり

する姿。また、友だちの考

えを聞く姿。 

 

思考力の芽生え 

今までの経験を活かして

どうしたら正確に教室の数

を数えることができるのか

自ら判断したり、考え直し

たりする姿。 

 

 

７ 本時の目標 

・教室の数を数える方法を考えることができる。         （思考・判断・表現） 

・教室の数を数えることができる。          （主体的に学習に取り組む態度） 
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８ 本時の展開 

過
程 

学習活動 
学習

形態 
指 導 上 の 留 意 点 

評価規準 

【評価の観点】 

〈評価方法〉 

 

 

 

 

導

入 

10

分 

 

 

 

 

 

展

開 

70

分 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
ま
と
め
10
分 

 

 

 

 

〇小学校の中にある

教室の数を数える

方法を考える。 

 

 

 

〇自分の考えた方法を

ペアで話す。 

〇考えた方法を発表

する。 

・実際に数えに行く。 

・地図で数える。 

・校長先生に聞く。等 

〇出た意見の中から

自分がやりたい方

法を決める。 

 

〇教室の数を数える。 

〇自分の数えた教室

の数を伝え合う。 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

ペア 

 

 

一斉 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

グル

ープ 

一斉 



 

 

 

〇幼児教育施設と比べ小学校の教室の数の

多さに目を向けるなど、児童が「数えて

みたい」と思うような工夫をする。 

 

 

 

〇隣の席の友だちと話をして、安心して発

表できるようにする。 

 

〇発表しやすい雰囲気を大切に、友だちと

同じ意見でも自分の言葉で説明すること

を大切にする。 

 

〇クラスで１つの意見に決めるのではなく

1人1人の思いを尊重する。 

〇児童の試してみたい方法が実現できるよ

う支援する。 

〇同じ方法の友だちとまとまって行くよう

にする。人数が多すぎる時は調整する 

〇正しく数えられたことよりも、自分で考

えた方法で教室の数を数えようとしたこ

とを評価する。 

 

 

 

〇教室の数を数え

る方法を具体的

に考えることが

できる。【思考

・判断・表現】

(観察、発表) 

〇教室の数を積極

的に数えることが

できる。【主体的

に学習に取り組

む態度】(観察) 

 

 

〇方法が思いつか

ないときは友だ

ちの意見を聞い

て、やってみた

い方法を選ぶよ

うにする。 

〇数が数えられな

くても教室がた

くさんあること

を実感すること

を大切にする。 

 

  

 

 

 

がっこうの「きょうしつのかず」をかぞえよう 

十分満足できると判
断される 状況 

努力を要する状況
への手立て 

学校の桜の木の数や先生の人数など児童の実態に合わせて、学

習意欲が促されるものを数える活動を取り入れる。 

 

数や小学校に関係する絵本の読み聞かせをしたり、学校の地図

を見せたりして教室の数に注目できるようにする。 

 

生活科の「いくぞ！がっこうたんけんたい」の学習の中で教室の数を数える方法を考え

ておいて、算数科で数える活動をするなら 1 時間で可能。 

特別教室やトイレなどを数えるか数えないか等で児童の数えた教室の数が違った時「な

ぜ違う答えがでたのか」で話し合いができれば面白い。正しく数えることよりも主体的に

数を数える活動を大切にしたい。 
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 算数科学習指導案２ （略案） 

                                               学校名〇〇市立〇〇小学校 

                                             指導者名    〇〇 〇〇 

１  対 象 第１学年〇組   〇〇名 

２ 日 時 令和〇年４月〇日 〇曜日 第〇校時 （ ： ～ ： ） 

３ 場 所 〇〇教室 

４ 単元名 「かずとすうじ」  

５ 単元について 

本単元では、具体物を数える活動を通して 10 までの数について個数の数え方、数の読み

方、書き方、数の構成などを理解することをねらいとしている。学習指導要領の第 1 学年の

内容［A 数と計算］の中に「ものとものとを対応させることによって、ものの個数を比べる

こと」「個数や順番を正しく数えたり表したりすること」と記されている。算数科で学習する

内容の基礎となる経験を繰り返すことや、算数を豊かに学び続ける上で必要となる感覚の育

成が重要である。本単元では、具体的な活動や体験を取り入れて数量に親しむことができる

ようにする。 

６ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導（特に大切にしたい 3 つの視点） 

幼児期には生活の中で、どちらが多いか数を数えたり、順番に並んだり、カレンダーを見

て今日の日にちを知ったりする様々な豊かな経験から、身近にある数字に興味を持ち数量

に慣れ親しんできている。鬼ごっこやお店屋さんごっこ、すごろく、トランプなど遊びの中

でも数は子どもたちにとって身近な存在です。その経験を生かして本時では、ジャンケン

をしてブロックが増えたり減ったりするゲームを通して数に興味関心をもち、個数を比べ

ることや数えること、数の大小や順序を学んでほしい。また、音の回数のように目に見えな

いものや校庭の木の本数のように手元で操作できないものも、それらとブロックを 1 対 1

に対応させれば分かりやすく数えることができるようになることにも注目させたい。また、

新しい環境の中で安心して過ごすことができるには、教師や友だちとの関係づくりが重要

である。なるべく、友だちと関わり合える活動を取り入れながら、教師や友だちに親しみを

感じ、安心して自己を発揮し積極的に生活できるようにしていきたい。 

数量や図形、標識や文字な

どへの関心・感覚 

数図ブロックが増えたり

減ったりすることを楽しむ

姿。集中して音の数を数え

ようと指折り数える姿。 

言葉による伝え合い 

自分から初めて出会う友

だちに声をかけたり、自分

の思いや考えを言葉にして

表わしたりする姿。 

 

道徳性・規範意識の芽生え 

初めて出会う友だちと、

ゲームを通して関わり、気

持ちや行動を自律的に調整

し、学校生活を楽しくして

いこうとする姿。 

７ 本時の目標 

・１から 10 までの数をブロックと対応させることができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

・６から 10 までの個数や順番を正しく数えたり表したりすることができる。（知識・技能） 
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８ 本時の展開 

 

 

過
程 

 
学習活動 

 

学習

形態 
指 導 上 の 留 意 点 

評価規準 

【評価の観点】 

〈評価方法〉 
 

 

 

導

入 

10

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

30

分 

 

 

 

 

 
 
ま
と
め
５
分 

 

 

〇ブロックゲットゲー

ムをする。 

＜ルール＞ 

数図ブロックを５つもって

友だちとジャンケンをする

。勝ったら相手のブロック

が１つもらえて負けたら自

分のブロックを1つ渡す。時

間を決める。 

〇自分のもっているブ

ロックの数を発表す

る。 

〇友だちにブロックを

かえす。 

 

〇カスタネットの音を

聞いて、音の回数分

のブロックを並べる 

５、６～10の数字の

読み方、書き方を練

習する。 

 

〇１～10までの数を声

に出して唱える。 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

一斉 

 

 

一斉 

 

 

一斉

個別 

 

一斉 
 
 
 
 
 

一斉 
 
 

 





〇１度ジャンケンをした友だちとはジ

ャンケンできないので、なるべくた

くさんの友だちと関われるように声

をかける。 

〇勝敗にこだわってしまう児童もいる

ことが予想されるが、その姿も受け

止めて次回につながる声かけをする

。 

 

〇全員が発表できるようにする。 

〇１番たくさんブロックをゲットでき

た児童を紹介する。 

 

 

 

〇最初はゆっくり音を鳴らし、児童の

様子を見ながら速さを調節する。飽

きずに楽しくできるまで何回か続け

る。 

〇児童の様子を見ながら、学習する量

を調節する。 

〇１対１対応や書き順や読み方等も丁

寧に教える。 

〇唱えるだけ、ブロックを動かしなが

らなど方法をかえて何度か唱えさせ

る。 

 

 

 

〇進んで１から10

までの数をブロ

ックと対応させ

ることができる

。【主体的に学

習に取り組む態

度】(観察) 

〇６から10までの

個数や順番を確

認しながら正し

く数えたり表し

たりすることが

できる。【知識

・技能】(ワー

クシート、観察

) 

 

 

 

〇傍について、ブ

ロック操作を支

援する。 

〇ワークシートの

練習の量を調節

する。 

算数の時間だけでなく、すごろくやトランプなど遊びの中で数に親しむことができる環境

を用意して、休み時間に取り組めるようにする。ブロックゲットゲームは児童の様子を見なが

ら、算数の導入に続けて行うと良い。最初の手持ちのブロックの数に変化をつけて楽しみなが

ら継続してできる工夫が必要。 

 

 

1 から 10 までのかずをよんだりかいたりしよう 

十分満足できると
判断される 状況 

努力を要する状況
への手立て 

ブロックを返すことで、新しい友

だちの名前を覚えたり、関心をも

ったりすることにつながる。 
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生活科 学習指導案 

                                                 学校名 〇〇市立○〇小学校 

指導者名    〇〇 〇〇 

                                                                               

                 

１  対 象 第１学年〇組    〇名



２ 日 時 令和〇年〇月〇日 〇曜日 第〇校時    ○：○～○：○ 

 

３ 場 所 〇〇教室 

 

４ 単元名 「いくぞ！がっこうたんけんたい」 

 

５ 単元について 

  入学直後の 1 年生は、初めての場所に緊張しながらも校内の施設、先生、友だちに好奇心

を膨らませている。本単元では、初めての場所を探検するというドキドキ感を大切にしなが

ら、友だちと仲良く校内を探検する。一度大まかに校内を探検した後、自分のお気に入りの

場所、もっと知りたい場所を自己選択させ、もう一度詳しく探検する。自己選択させること

は主体的な活動を行う上で重要である。繰り返し行うことで記憶にも残りやすく、これから

6 年間の学校生活を過ごす安心感にもつながる。また、自分の探検した場所を友だちと伝え

合うことで知識が広がり、次への意欲へとつながっていく。 

 

６ 幼小接続の視点 

  子どもたちは慣れ親しんだ幼児教育施設から卒園し、小学校へと入学してくる。小学校

の施設は 1 年生にとっては広く、不安も大きいと思われる。また、幼稚園、保育所、こど

も園と異なる施設で幼児期を過ごしている子どもたちが入学してきているので、子どもた

ちの育ちや経験も様々である。そのことをふまえて、それぞれの園にはどのような場所が

あったのか、どのような経験をしてきたのかを子どもたちに聞きながら進めていきたい。

幼児期には自分で遊びを決めて園庭、保育室、遊戯室等を自由に移動して過ごしている。そ

の育ちを生かして、自分たちで校内を探検できるように環境や教材を工夫して指導する。 

   

７ 単元目標 

  学校の施設の様子や学校生活を支えている人々や友だちについて考えることができ、学校

での生活は様々な人や施設と関わっていることが分かり、楽しく安心して遊びや生活をする

ことができるようにする。 
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８ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

学校での生活は様々な

人と施設と関わっている

ことが分かる。 

学校の施設の様子や学校生

活を支えている人々や友だち

などについて考えたり、考え

たことを友だちに伝えたりす

る。 

 

楽しく安心して遊びや生活

をしようとする。 

 

 

９ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導（特に大切にしたい３つの視点） 

健康な心と体 

自分の決めたお気に入り

の場所や人やものについて

心と体を動かして、見通し

をもって調査する姿 

協同性 

学級のみんなで学校探検

をするという共通の目的を

持って話し合ったり、役割

を分担したりして実現に向

けて力を発揮してやり遂げ

る姿 

社会生活との関わり 

学校探検を通して、学校

生活を支えている人の存在

に気付いたり、学校の施設

について情報を取り入れよ

うとしたりする姿 

 

10 単元指導計画 

次 時 ねらい・学習活動 

評価基準 

【評価の観点】 

〈評価方法〉 

一 １ 〇園にはどんな部屋や場所があった

のか、好きだった場所などを伝え合

う。 

・園での生活を思い出し、自信をもっ

て活動できるようにする。 

・小学校で知っている部屋や場所、行

ってみたい部屋や場所、会いたい人に

ついて伝え合う。 

・どんな方法で探検したいか子ども

たちの考えを聞く。 

 

◇幼児期での生活を振り返り、進

んで話をしたり聞いたりしてい

る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

〈活動観察〉 
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２ 

３ 

本

時 

＜がっこうたんけんたい＞ 

〇学校探検に出かける。 

・前時の子どもたちの意見を取り入

れて探検に出かける。 

 

◇グループで協力して、学校探検

を楽しんでいる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

〈活動観察〉 

二 ４ 〇もっと詳しく知りたい場所、もの、

人を決める。 

・探検に行った経験から、自分のお気

に入りの場所、もの、人を決める。 

 

◇自分で好きな場所、もの、人を考

えている。 

【思考・判断・表現】 

〈ワークシート〉 

５ 

６ 

＜お気に入りたんけんたい＞ 

〇自分の決めた場所、もの、人の調査

に行く。 

・タブレットで写真をとったり、絵に

かいたりして調査する。 

・誰が使うのか、どんな時に使うの

か、自分たちの教室と違うところは

どこかなど詳しく調べる。 

・教室の数に注目した児童がいれば、

算数科との合科的・関連的な学習を

行う。 

 

◇お気に入りの場所、もの、人を詳

しく調べている。 

【思考・判断・表現】 

〈活動観察〉 

７ 

８ 

〇調査したことをまとめる。 

・写真や絵、文字などで調査してきた

ことをまとめる。 

◇お気に入りの場所、もの、人の特

徴に気づき、表現している。 

【思考・判断・表現】 

〈ワークシート〉 

９ 

10 

〇発表する。 

・調査してみんなに知ってほしいお

すすめポイントを発表する。 

 

◇まとめたことを伝えようとして

いる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

〈活動観察〉 

◇発表したり、友だちの発表を聞

いたりして、学校での生活は

様々な人や施設と関わっている

ことが分かる。 

【知識・技能】 

〈ワークシート〉 
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11 本時の目標 

 〇友だちと協力して、学校探検を楽しむ。       （主体的に学習に取り組む態度） 

 〇各教室のミッションをクリアして、教室カードを集める。（主体的に学習に取り組む態度） 

 

12 本時の展開（2.3/10） 

 

 

 

 

過

程 

 
学習活動 

 

学習
形態 

指 導 上 の 留 意 点 

評価規準 

【評価の観点】 

〈評価方法〉 

 

導

入 

５

分 

  

 

 

展

開 

60 

分 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

15

分 

 

 

〇学校探検の説明をする。 

 

 

 

 

 

〇探検スタート 

各部屋でミッションをクリアし

たら教室カードをもらう。 

（例：理科室…骸骨と握手   

音楽室…トライアングルを鳴

らす。） 

〇全部のカードが集められたら教

室へ戻る。 

 

〇カードをワークシートに貼り付

ける。 

 

〇どんな教室があったか、面白か

ったこと楽しかったことを発表

する。 

  

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

グル

ープ 

 

 

 

 

グル

ープ 

 

個別 

 

 

一斉 

 

 



 

〇説明は最小限にし、児童の意

欲が下がらないよう注意する

。 

 

 

 

〇探検の手掛かりになるように

地図をわたす。 

〇各部屋に担当教師がいるよう

にする。 

〇困ったときは教室に戻ってく

るように声をかける。 

〇早く戻ってきたグループから

作業できるように準備してお

く。 

 

 

 

〇全員戻ってきてから話をする。

次の時間に自分のお気に入り

の場所を決めることを予告し

ておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇友だちと協力

して、進んで
学校探検を楽
しんでいる。 

【主体的に
学習に取
り組む態
度】（活動
観察） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇教師も一
緒に探検
をする。 
 

ともだちとちからをあわせて、きょうしつカードをゲットしよう。 

十分満足できる
と判断される 
状況 

努力を要す
る状況への
手立て 

探検の方法は子どもたちの実態に合わせて創意工夫する。教師が先頭で

列になって各教室を見て回るというスタイルは避けたい。 

 

カード集めに夢中になる児童もいると予想されるが、その教室の特徴が伝わる楽しいミ

ッションを考えて、子どもたちの記憶に残るようにする。教室カードを 2 年生に作っても

らうなどして、他学年とのつながりをもち、1 年生の入学をみんなが心待ちにしていたこ

とが伝わるようにする。 
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  音楽科学習指導案 （略案） 

                                                   学校名 〇〇市立〇〇小学校 

                                             指導者名     〇〇 〇〇 

 

１  対 象 第１学年〇組   〇〇名 

２ 日 時 令和〇年４月〇日 〇曜日 第〇校時 （ ： ～ ： ） 

３ 場 所 〇〇教室 

４ 題材名 「うたっておどってなかよくなろう」  

  

５ 題材について 

本題材では、楽しく音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じることをねら

いとしている。入学して間もない児童が音楽に親しみ「歌うことが好き」と思えるようにす

ることを大事にしながら、興味・関心をもって取り組むことができる歌唱の活動を進める

ことが重要である。 

 

６ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導（特に大切にしたい 3 つの視点） 

幼稚園教育要領の 5 領域の感性と表現に関する領域「表現」の内容に「（６）音楽に親し

み、歌を歌ったり、簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさを味わう。」と記されてい

る。音楽は乳幼児期から子どもたちの生活に自然と溶け込み、生活を豊かにしている。架け

橋期においては、幼児期に育まれた感じたことや考えたことを自分なりに表現する力をつ

なげていきたい。そのためにまずは、幼児期に親しんだ音楽を新しい学級の友だちと互い

に声をそろえて歌うことで緊張や不安を取り除きたい。そして、音楽に合わせて遊んだり、

体を動かしながら音楽を聴いたりする活動を効果的に取り入れて、友だちと協働して音楽

活動する楽しさを感じてほしい。 

豊かな感性と表現 

友だちと声を合わせて歌っ

たり、表現したりすることを

楽しんでいる姿。自分なりの

イメージを豊かにもち、表現

しようとする姿 

 

言葉による伝え合い 

自分の考えた歌詞を友だち

に伝えたり、友だちの考えを

聞いたりする姿。言葉を通し

て教師や友だちと心を通わせ

る姿 

 

協同性 

新しい友だちと積極的に関

わり、友だちの思いや考えな

どを感じながら行動する姿。

共通の目的に向かって自分の

力を発揮しながら友だちと協

力する姿 

７ 本時の目標 

・友だちと声を合わせて歌を歌うことを楽しむ。   （主体的に学習に取り組む態度） 

・「そうだったらいいのにな」の歌詞を自分なりにアレンジして歌うことができる。 

（思考・判断・表現） 
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８ 本時の展開 

 

 

   

過
程 

 
学習活動 

 

学習

形態 
指 導 上 の 留 意 点 

評価規準 

【評価の観点】 

〈評価方法〉 

 

 

 

導

入 

15

分 

 

 

 

 

 

展

開 

25

分 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め
10
分 

〇知っている歌、好きな

歌を発表する。 

 

 

 

 

〇歌を歌う。 

 

 

 

〇「そうだったらいいの

にな」の歌を歌う。 

〇歌詞を考える。 

「うちのおにわがジャン

グルでこいぬのタローが

ライオンだ」の部分を自

分のそうだったらいいな

と思う歌詞を考える。 

〇グループで歌詞を考え

る。 

 

 

 

 

〇考えた歌詞を発表する。 

 

一斉 

 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

一斉 

 

一斉 

 

 

 

 

 

グル

ープ 

 

 

 

 

一斉 

 

 

〇それぞれの幼児教育施設で好きだっ

た歌や手遊びを聞く。思い出せない

児童には好きな歌を聞く。 

 

 

 

〇児童から出てきた歌の中から多かっ

たものを歌う。手遊びも取り入れな

がら楽しい雰囲気で歌う。 

 

〇初めて聞く児童もいるので、先歌い

をして不安がないようにする。 

〇みんななら、「どんなだったらいい」

とたずねる。 

〇意見がでないときは、教師が歌って

紹介する。 

 

 

〇全ての歌詞ができなくても「〇〇にな

りたい」という意見が出れば、みんな

で付け足しで考えられるようにする。 

〇３、４人のグループで歌詞を考えさ

せる。難しいときはヒントカードを

黒板に貼って、選択できるようにす

る。 

〇グループごとに考えた歌詞を発表さ

せる。マイクやステージなど気分が

あがる環境設定があると良い。 

 

 

〇歌いたい歌を

伝え、友だち

と声を合わせ

て歌を歌うこ

とを楽しむ。

【主体的に学

習に取り組む

態度】(観察) 

〇「そうだった

らいいのにな」

の歌詞を自分な

りにアレンジし

て、表現豊かに

歌うことができ

る。【思考・判

断・表現】(

観察・発表) 

 

 

〇選択肢を提示

して、選べる

ようにする。 

〇好きなことを

聞いてそこか

ら歌詞を提案

してみる。 

オリジナルの「そうだったらいいのにな」をうたおう 

十分満足できると
判断される 状況 

努力を要する状
況への手立て 

昨年度の引継ぎの中で、よく歌っていた歌や好きだった手遊びを保

育者から聞いておく。 

本時はグループで歌詞を考えたが、平仮名の学習が全て終われば国語科でワークシートに

歌詞を個人で考えさせて、音楽科で歌う学習も考えられる。児童のお気に入りの曲で替え歌

ができそうな部分があれば、その曲で進めるのが良い。（例）ドロップスの歌、空にらくがき

かきたいな、一週間 等 
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図画工作科学習指導案 （略案） 

                                                   学校名 〇〇市立○○小学校 

                                             指導者名     〇〇 〇〇 

１  対 象 第１学年〇組   〇〇名 

２ 日 時 令和〇年６月〇日 〇曜日 第〇校時 （ ： ～ ： ）★2 時間 

３ 場 所 〇〇教室 

４ 題材名 「はじめての絵の具」  

  

５ 題材について 

本題材では絵の具を使って、自分の好きな形や色を選んだり、試すようにいろいろな形

や色を考えたりしながら、感じたことや想像したことを表現することをねらいとしている。

小学校に入学して初めて使う道具に心躍らせ、形や色などを楽しみ、友だちと関わり合い

ながら自分の思いをはっきりさせたり、つくりつつある形や色から発想を広げたりしてほ

しい。  

６ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導（特に大切にしたい 3 つの視点）  

幼児期にはごっこ遊びの中で魔女になりきるために色画用紙を使って魔女の帽子を作っ

たり、色水を調合してお薬を作ったりしている。巻きずし屋さんをするためにシャリには

どんな材料が良いかプチプチや不織布など様々な材料を使って試す姿が見られる。子ども

たちは遊びの中で制作意欲がわき、創造的につくったり表したりすることを楽しんでいる。

幼児教育ではそのような道具や絵の具等は共同的に使用することが多く、個人での使用が

少ない。つくる面白さや楽しさは幼児期に十分に育まれているので小学校でもその育ちを

つなぎ伸ばしていく。そして、個人で使用する道具に愛着をもつことをプラスして指導し

ていきたい。児童は新しい自分の絵の具を使う授業を楽しみにしている。説明は最小限に

して、最初の絵の具との出会いで、「絵の具って面白いな」と思えるようにしたい。絵の具

がかすれたり、水が多すぎたり、色が濁ってもそれもその子の表現として認め、次に生かし

ていけるような声かけが大切である。最初から多くを求めず、焦らず、つくりだす喜びを十

分に味わえるような授業づくりが重要である。 

豊かな感性と表現 

絵の具の色彩や絵筆で描く

感覚に心を動かし、表現する

ことを楽しむ姿 

協同性 

友だちの表現の良さを認

め、教え合う姿。友だちと一緒

につくりだす喜びを味わう姿 

自立心 

絵の具を準備して片付けま

で自分の力で最後までやり遂

げ、満足感や達成感をもつ姿 

 

７ 本時の目標 

・絵の具をつかって、好きな色を選んだり、いろいろな形や線を描いたりして自分なりの 

表現を楽しむ。                 （主体的に学習に取り組む態度） 
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８ 本時の展開 

過
程 

学習活動 
学習

形態 
指 導 上 の 留 意 点 

評価規準 

【評価の観点】 

〈評価方法〉 

 

 

 

 

導

入 

10

分 

 

 

 

展

開 

60

分 

 

 

 

 

 
 
ま
と
め
20
分 

 

 

〇絵の具を触る。 

 

 

〇筆洗に水を入れる。 

〇パレットの使い方を

知る。 

 

 

 

〇絵の具で好きな絵を

かく。 

 

 

 

 

〇他のグループの絵を

見て回る。 

〇感想を伝え合う。 

 

〇片付けをする。 

 

 

 

 

一斉 

 

 

一斉 

 

一斉 

  

  

個別

グル

ープ 

 

 

 

 

一斉 

 

一斉 

 

一斉 

 

 

 

 

〇新しい絵の具を友だちと見せ合ったり

、中に入っているものを触ったりする

など自分の道具に愛着をもたせる。 

〇水の量は半分を目安に入れさせる。 

〇パレットの絵の具を入れる場所と混ぜ

る場所を伝える。絵の具の量や水の量

、筆の使い方などは伝えない。説明は

短く、子どもたちの興味関心を大切に

する。 

〇グループで１枚の大きな模造紙に、好

きな色で好きなものを描かせる。 

 

 

 

 

〇教室の中を自由に見て回り、自分のグ

ループ以外の絵を見て回らせる。 

〇初めて絵の具を使った感想や出来上が

った絵を見ての感想などを伝え合う。 

〇パレットは筆で洗わず歯ブラシやスポ

ンジで洗うことを伝える。 

〇片付けが最後までできるよう時間を確

保する。 

 

 

 

 

〇絵の具をつかっ

て、好きな色を

選んだり、いろ

いろな形や線を

描いたりして自

分なりの表現を

積極的に楽しむ

ことができる。

【主体的に学習

に取り組む態度

】(観察作品) 

 

 

 

〇何に困っているのか

を観察したり聞いた

りして、支援する。 

 

  

すてきなえのぐで、すてきなえをかいてみよう 

十分満足できると判
断される 状況 

努力を要する状況
への手立て 

何を描いても良いとなると、困ってしまう児童もいると思うので、黒

板で教師が描いてみたり、線や形でも良いことを伝えたりして不安な

気持ちが和らぐようにする。 

 

環境構成は 4 人で班机にしてその上に新聞紙を敷き、動かないようテープで固定しておく。

新聞紙の上に模造紙をおいて 4 人でその模造紙に描いていく。机に段差がある場合は、机

椅子なしで床にレジャーシートを敷いて行うと良い。 

絵の具の学習は年間を通して数回あるので、1 度に多くのことを指導せず、計画的に指導す

ることが望ましい。 
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  体育科学習指導案 （略案） 

                                                   学校名 〇〇市立〇〇小学校 

                                             指導者名     〇〇 〇〇 

１  対 象 第１学年〇組   〇〇名 

２ 日 時 令和〇年４月〇日 〇曜日 第〇校時 （ ： ～ ： ） 

３ 場 所 〇〇教室 

４ 単元名 器械・器具を使っての運動遊び「遊具であそぼう」  

５ 単元について 

本単元では、固定遊具遊びに進んで取り組み、順番を守ったり、使い方のきまりを守った

りして友だちと仲良く遊ぶことをねらいとしている。これまでの運動経験から、恐怖心を

抱く児童もいると思うが、遊び方を工夫したり、友だちから刺激をもらったりして、様々な

体の動きを楽しく経験することができる単元である。 

６ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導（特に大切にしたい 3 つの視点） 

生涯を通じて健康で安全な生活を営む基盤は、幼児期に愛情に支えられた安全な環境の

下で、心と体を十分に働かせて生活することによって培われたものである。幼児期に他者

との信頼関係の下で、自分のやりたいことに向かって伸び伸びと取り組む中で自己を十分

に発揮して遊びや生活を楽しみ、体を動かす気持ちよさを感じたり、生活に必要な習慣や

態度を身に付けたりしている。竹馬や縄跳びに挑戦して、始めはうまくいかなくても諦め

ずに繰り返し練習したり、友だちに教えてもらったりした経験は、小学校生活の様々な場

面において前向きに行動する力となっていく。小学生になると座学での学習が増えて、幼

児期ほど体を動かす機会が減っていく。そこで、体育科の授業ではなるべく運動量を確保

することを大切にしていきたい。安全面に配慮することは重要だが、ルールやきまりの説

明が長くならないよう注意しなければならない。1 年生の体育科の内容は幼児教育で経験

をしていることも多く、ゼロからのスタートではなく幼児期の学びを生かした指導が大切

である。           

健康な心と体 

次の活動を考えて準備をし

て見通しをもって行動した

り、安全に気を付けて生活す

る姿。体を動かす様々な活動

に挑戦する姿 

道徳性・規範意識の芽生え 

友だちも自分も気持ちよく

過ごすために、してよいこと

と悪いこととの区別などを

考えて行動する姿。思いやり

をもって接する姿 

自立心 

のぼり棒や雲梯など苦手なこ

とにも粘り強く取り組み、諦

めずにやり遂げる姿 

 

７ 本時の目標 

・固定施設を使った運動遊びの楽しさに触れ、その使い方を知るとともに基本的な動きや 

技能を身に付けることができる。（知識・技能） 

・きまりを守り、安全に気をつけて友だちと仲良く運動遊びができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 
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８ 本時の展開 

 

 

過
程 

 
学習活動 

 

 
学習

形態 
 

指 導 上 の 留 意 点 

評価規準 

【評価の観点】 

〈評価方法〉 

 

 

導

入 

10

分 

 

 

 

 

 

展

開 

25

分 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め
10
分 

 

 

〇体ほぐしの運動遊びを

する。 

・体でジャンケン 

・新聞紙で遊ぼう 

・2人で息を合わせて 等 

 

 

 

 

〇遊具を知る。 

（滑り台、雲梯、のぼり

棒、鉄棒、ジャングル

ジム） 

〇遊具で遊ぶ。 

 

 

〇もっと面白くなる工夫

を考える。 

 

 

 

 

〇意見を交流する。 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

一斉 

 

 

個別 

ペア 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

〇体を使ってジャンケンをしたり、新聞

紙が落ちないように走ったり、友だち

とタイミングを合わせて立ち上がった

りして体を動かす楽しさや心地よさを

味わえるようにする。 

 

 

 

 

〇幼児教育施設にはどんな遊具があった

のかを想起させ、小学校の遊具を紹介

する。 

 

〇遊具で遊びながら、危険な場面があれ

ば、児童を集めて安全に楽しく遊ぶた

めにはどうしたら良いか考えさせる。 

〇遊具で遊ぶ時間を十分に確保する。 

〇遊具にもっと面白く遊べる工夫を考え

させる。（例）のぼり棒にこぶを付け

て登りやすくする。雲梯にレベルを書

いて貼っておく。 

 

 

 

〇出た意見を全体で交流して、みんなが

いいなと思う意見は取り入れる。 

 

 

〇固定遊具を使

った運動遊び

の楽しさに触

れ、その使い

方を知るとと

もに基本的な

動きや技能を

身に付け、遊

び方を工夫す

ることができ

る【知識・技

能】(観察) 

〇きまりを守り、

安全に気を付け

て友だちと仲良

く見通しをもっ

て運動遊びがで

きる。【主体的

に学習に取り

組む態度】 

(観察) 

 

 

〇安心して遊べ

るよう補助す

る。 

しょうがっこうのゆうぐであそぼう 
十分満足できると
判断される 状況 

努力を要する
状況への手立
て 

レベル 1 1 つずつ 

レベル 2 1 つとばしで 

レベル 3 2 つとばしで 

体ほぐしの運動遊びは、子どもたちの実態に合わせて行うと良い。体育

の時だけでなく、朝の会で行ったり、授業中の少し集中が途切れた時な

どに行ったりして、児童に様々な動きを経験させる機会になると良い。 

 

児童から出た意見を学年で話し合い、図画工作科や生活科でのぼり棒のコブ作りをしたりレ

ベルを書いた看板を作ったりすると良い。 

体育科では、体操服や水着に着替えるので着替えの指導も大切である。ゼロからのスタートで

はなく幼児期の経験を生かしての指導を心がける。 

 


